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阪田知樹さん応援レポート
Hakujuベーゼンドルファー・サロンコンサート・シリーズ

ランチタイム・コンサート 阪田知樹
2015年9月16日（水） 白寿本社ビル１階ロビー

”ウィーンの至宝“ベーゼンドルファーを自在に

窓越しに代々木公園の緑を眺めながらの贅沢なサ
ロン・コンサート。平日お昼の時間にもかかわらず、
熱心なファンの方々が詰めかけている。

「音楽を通じて“ゆとりある精神”を実現する場を提
供する」株式会社白寿生科学研究所の主催による
このコンサート、今回の阪田さんが３回目である。

今日のピアノは“ウィーンの至宝”といわれる
ベーゼンドルファー。

響板とサブフレーム、ケースには厚いスプルース
（マツ科の針葉樹）素材が用いられ、打弦楽器であ
りながら弦楽器の発想で設計された一本弦の構造
に特徴を持つ。その済んだ音色は、本日のようなサ
ロンとの相性がとてもよく、小さな空間でもふわっと
した音を出すことができるとのこと。（ベーゼンドル
ファー・木村氏談）。

ご本人のFacebookより引用、
白い空間、まさにこのような感じでした！

「華麗なる技巧派」とコンサートフ
ライヤーにて紹介された阪田さん、

名ピアノ・ベーゼンドルファーのコ
ラボレーションが楽しみだ。
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耳なじむ曲から難曲まで！散りばめたプログラム

会場とピアノの特徴や背景に想いを寄せて選曲
されたという本日のプログラム。

一曲ごとに、ご本人からの解説があるのも、サロ
ン・コンサートならでは。

１曲目。バッハのフランス組曲。もっとも初期の
部類に入る曲であり、日本でいえば江戸時代の
頃とのこと。作曲された当初は宮廷での踊りを想
定した曲だったそうだが、「本日は音楽として楽し
んでください」と阪田さん。

２曲目、ショパンの幻想即興曲。「小学生のとき
携帯電話のテレビCMで聴いて。それ以来ずっと
好きな曲です」と阪田さん。

続いてリスト。「本日のウィーンのピアノ、ベーゼ
ンドルファーに合わせて」、ウィーンで活躍したリ
ストの曲を３曲。

情熱的演奏家のリスト、当時、ピアノの弦を切っ
てしまうことも、しばしばあったとか。

ベーゼンドルファーのピアノは、そのリストの熱
演にも耐えたとのこと。ピアノのそばのバナーに
は、そのリストからのピアノを絶賛するレターが
プリントされている。

続いてドビュッシー「月の光」、幻想的な音色が
場内を包む。

次曲アーンの「クロリスに」は、なんとご自身が
編曲した阪田知樹編。

ラストは「阪田さんといえば」の感あるスクリャー
ビンの作品から「悲愴」を。

なぜ、この曲を選んだか、この曲の背景にある
のは・・・、阪田さん自らの想いが語られたうえで、
奏でられるピアノの音はまさに珠玉。
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「楽しんで弾けました。今日はバッハです！」

アンコール曲はＡ．マルチェッロ（Ｊ．Ｓ．バッハ
編）、「アダージョ」。

終演後は、先日発売されたＣＤのサイン会も兼
ねて。ファンの方々が列に並ぶ。

少しだけ話を聞くことができた；

「今日のハイライトはバッハです。今日の
ウィーンのピアノと、相性がいいかなぁと思って
選びました。」

はい。想い入れ、客席にも伝わってきていまし
た。

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

ピアノの前に座ると、間髪を入れず、ふっと
弾きだす阪田さん。その空気感がなんとも
いえない。

演奏前、かけてあったジャケットのボタンを
外し、演奏終了後、立ち上がってふたたび
ボタンをかけるしぐさも、きまっている。

阪田さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

<本日のプログラム>
J.S.バッハ: フランス組曲第5番ト長調
BWV.816
ショパン : 幻想即興曲嬰ハ短調 op.66
シューベルト/リスト: 「ウィーンの夜会」
S.427/R.252より第6番イ短調
リスト: 「巡礼の年第２年イタリア」S.161/ 
R.10bより第５曲 "ペトラルカのソネット第
104番"
リスト: 「パガニーニ大練習曲」 S.141/ R.3b
より第３番嬰ト短調 "ラ・カンパネッラ"
ドビュッシー: 「ベルガマスク組曲」より第３
番 "月の光" 
アーン (阪田知樹編) : クロリスに
スクリャービン: 「12の練習曲」op.8より第
12番嬰二短調 "悲愴"
<アンコール曲>
A.マルチェッロ (J.S.バッハ編) : アダージョ
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【コンサート・パンフレット】


